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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成30年9月13日(2018.9.13)

【公表番号】特表2016-512269(P2016-512269A)
【公表日】平成28年4月25日(2016.4.25)
【年通号数】公開・登録公報2016-025
【出願番号】特願2015-560753(P2015-560753)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ   2/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   2/44     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ 287/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/08     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  15/263    (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  39/02     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  39/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ    2/00     　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｆ    2/44     　　　Ｃ
   Ｃ０８Ｆ  287/00     　　　　
   Ｃ０８Ｊ    5/08     ＣＥＹ　
   Ｄ０６Ｍ   15/263    　　　　
   Ｂ２９Ｃ   39/02     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   39/24     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年8月1日(2018.8.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維性基材を含浸するための液体（メタ）アクリル含浸シロップであって、前記繊維性
基材は長繊維からなり、前記シロップは：
　ａ）（メタ）アクリルポリマー、
　ｂ）（メタ）アクリルモノマー、
　ｃ）０℃未満のガラス転移温度を有し、（メタ）アクリルモノマーに可溶性の可撓性の
性質を有するエラストマー性巨大分子ブロックであって、数平均分子量が１００００ｇ／
ｍｏｌを超え、５０００００ｇ／ｍｏｌ未満である、エラストマー性巨大分子ブロック
　を含み、前記液体（メタ）アクリル含浸シロップは、１０ｍＰａ．ｓから１００００ｍ
Ｐａ．ｓの動的粘度を有することを特徴とし、
　巨大分子ブロックが、巨大分子ブロックを形成することが意図されたモノマーと、一般
式Ｚ（－Ｔ）ｎ（式中、Ｚは多価基を示し、Ｔはニトロキシドを示し、ｎは２以上の整数
である）のアルコキシアミンを混合することによって調製されることを特徴とし、
　前記モノマーが、
　・式ＣＨ２＝ＣＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１（式中、Ｒ１は、水素原子、又はハロゲン原
子若しくはヒドロキシル、アルコキシ、シアノ、アミノ若しくはエポキシ基で置換されて
もよい直鎖、環状又は分岐状Ｃ１－Ｃ４０アルキル基を示す）のアクリルモノマー；
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　・式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ２（式中、Ｒ２は、水素原子、又はハ
ロゲン原子若しくはヒドロキシル、アルコキシ、シアノ、アミノ若しくはエポキシ基で置
換されてもよい直鎖、環状又は分岐状Ｃ１－Ｃ４０アルキル基を示す）のメタクリルモノ
マー；
　・ビニル芳香族モノマー
から選択される、
液体（メタ）アクリル含浸シロップ。
【請求項２】
　前記シロップ中の巨大分子ブロックの含有量が、１重量％から４０重量％であることを
特徴とする、請求項１に記載の液体（メタ）アクリル含浸シロップ。
【請求項３】
　前記巨大分子ブロックが、以下から選択されるモノマーから調製されることを特徴とす
る、請求項１又は２に記載の液体（メタ）アクリル含浸シロップ：
　・アクリル酸、メチル、エチル、プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチ
ル、２－エチルヘキシル又はグリシジルアクリレート、ヒドロキシアルキルアクリレート
又はアクリロニトリル；
　・メタクリル酸、メチル、エチル、プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブ
チル、２－エチルヘキシル又はグリシジルメタクリレート、ヒドロキシアルキルメタクリ
レート又はメタクリロニトリル；
　・スチレン、置換スチレン、α－メチルスチレン、モノクロロスチレン又はｔｅｒｔ－
ブチルスチレン。
【請求項４】
　可撓性の性質を有する前記巨大分子ブロックが、少なくとも７０質量％のブチルアクリ
レートを含むことを特徴とする、請求項１から３の何れか一項に記載の液体（メタ）アク
リル含浸シロップ。
【請求項５】
　前記巨大分子ブロックが、７０／３０から９０／１０のブチルアクリレート／スチレン
質量比におけるブチルアクリレート及びスチレンから調製されることを特徴とする、請求
項１から４の何れか一項に記載の液体（メタ）アクリル含浸シロップ。
【請求項６】
　前記巨大分子ブロックがブロックコポリマーの一部を形成することを特徴とする、請求
項１から５の何れか一項に記載の液体（メタ）アクリル含浸シロップ。
【請求項７】
　前記ブロックコポリマーが、制御されたラジカル重合（ＣＲＰ）によって又はアニオン
性重合によって得られることを特徴とする、請求項６に記載の液体（メタ）アクリル含浸
シロップ。
【請求項８】
　前記アルコキシアミンが以下の式に対応することを特徴とする、請求項１から５の何れ
か一項に記載の液体（メタ）アクリル含浸シロップ：

　ＳＧ１はＮ－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ジエチルホスホノ－２，２－ジメチルプロピルニ
トロキシドである。
【請求項９】
　前記アルコキシアミンが以下の式に対応することを特徴とする、請求項１から５の何れ
か一項に記載の液体（メタ）アクリル含浸シロップ：
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ＳＧ１はＮ－ｔｅｒｔ－ブチル－１－ジエチルホスホノ－２，２－ジメチルプロピルニト
ロキシドである。
【請求項１０】
　前記（メタ）アクリルポリマーが、メチルメタクリレート（ＭＭＡ）のホモポリマー若
しくはコポリマー又はこれらの混合物であることを特徴とする、請求項１に記載の液体（
メタ）アクリル含浸シロップ。
【請求項１１】
　前記（メタ）アクリルモノマーが、アクリル酸、メタクリル酸、アルキルアクリルモノ
マー及びアルキルメタクリルモノマー、並びにこれらの混合物から選択され、前記アルキ
ル基が１から２２個の直鎖、分岐状又は環状炭素を含有することを特徴とする、請求項１
に記載の液体（メタ）アクリル含浸シロップ。
【請求項１２】
　前記シロップが：
　ａ）１０重量％から３０重量％の（メタ）アクリルポリマー、
　ｂ）３０重量％から８９重量％の（メタ）アクリルモノマー、
　ｃ）１重量％から４０重量％の巨大分子ブロック
　を含むことを特徴とする、請求項１から１１の何れか一項に記載の液体（メタ）アクリ
ル含浸シロップ。
【請求項１３】
　繊維性基材を含浸するための液体（メタ）アクリル含浸シロップを製造するためのプロ
セスであって、前記繊維性基材は長繊維からなり、前記シロップは：
　ａ）（メタ）アクリルポリマー、
　ｂ）（メタ）アクリルモノマー、
　ｃ）０℃未満のガラス転移温度を有し、（メタ）アクリルモノマーに可溶性の可撓性の
性質を有するエラストマー性巨大分子ブロック
　を含み、前記液体（メタ）アクリル含浸シロップは、１０ｍＰａ．ｓから１００００ｍ
Ｐａ．ｓの動的粘度を有することを特徴とし、以下の工程：
　１．前記巨大分子ブロックを形成することを意図したモノマーと、一般式Ｚ（－Ｔ）ｎ

（式中、Ｚは多価基を示し、Ｔはニトロキシドであり、ｎは２以上の整数である）のアル
コキシアミンを混合することによって巨大分子ブロックを調製する工程、
　２．工程１で得られた巨大分子ブロックを（メタ）アクリルポリマー及び（メタ）アク
リルモノマーと混合する工程
　を含むことを特徴とする、プロセス。
【請求項１４】
　前記繊維性基材が長繊維からなり、前記プロセスが、前記繊維性基材を、請求項１から
１２の何れか一項に記載の前記液体（メタ）アクリル含浸シロップで含浸する工程を含む
、繊維性基材を含浸するための含浸プロセス。
【請求項１５】
　前記繊維性基材を含浸する前記含浸工程が、閉じたモールド中で行われることを特徴と
する、請求項１４に記載の含浸プロセス。
【請求項１６】
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　熱可塑性（メタ）アクリルマトリックス及び強化材として使用される繊維性基材を含む
ポリマー性複合材料であって、ここで前記繊維性基材は長繊維からなり、前記複合材料は
、熱可塑性（メタ）アクリルマトリックスが、請求項１から１２の何れか一項に記載の液
体（メタ）アクリル含浸シロップでプレ含浸された繊維性基材の重合後に得られることを
特徴とする、複合材料。
【請求項１７】
　以下の工程を含む、複合部品を製造するためのプロセス：
　ａ）繊維性基材を請求項１から１２の何れか一項に記載の液体（メタ）アクリル含浸シ
ロップで含浸する工程、
　ｂ）前記繊維性基材を含浸した前記液体（メタ）アクリル含浸シロップを重合する工程
。
【請求項１８】
　工程ａ）の前記繊維性基材の含浸が閉じたモールド中で行われることを特徴とする、請
求項１７に記載のプロセス。
【請求項１９】
　前記プロセスが樹脂トランスファ成形及び注入から選択されることを特徴とする、請求
項１７又は１８に記載のプロセス。
【請求項２０】
　請求項１６に記載の複合材料で製造される、又は請求項１７から１９の何れか一項に記
載の製造プロセスを介して得られる機械的部品又は構造要素。
【請求項２１】
　前記部品が、自動車部品、船部品、列車部品、スポーツ物品、飛行機又はヘリコプター
部品、宇宙船又はロケット部品、太陽光発電モジュール部品、風力タービン部品、家具部
品、建設又は建築部品、電話又は携帯電話部品、コンピュータ又はテレビ部品、プリンタ
又はコピー機部品である、請求項２０に記載の部品。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６４】
　巨大分子ブロックは、以下から選択される１つ以上のモノマーから調製される：
　・式ＣＨ２＝ＣＨ－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ１（式中、Ｒ１は、水素原子、又はハロゲン原
子若しくはヒドロキシル、アルコキシ、シアノ、アミノ若しくはエポキシ基で置換されて
もよい直鎖、環状又は分岐状Ｃ１－Ｃ４０アルキル基を示す）のアクリルモノマー、例え
ばアクリル酸、メチル、エチル、プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔｅｒｔ－ブチル
、２－エチルヘキシル又はグリシジルアクリレート、ヒドロキシアルキルアクリレート又
はアクリロニトリル）；
　・式ＣＨ２＝Ｃ（ＣＨ３）－Ｃ（＝Ｏ）－Ｏ－Ｒ２（式中、Ｒ２は、水素原子、又はハ
ロゲン原子若しくはヒドロキシル、アルコキシ、シアノ、アミノ若しくはエポキシ基で置
換されてもよい直鎖、環状又は分岐状Ｃ１－Ｃ４０アルキル基を示す）のメタクリルモノ
マー、例えばメタクリル酸、メチル、エチル、プロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｔｅ
ｒｔ－ブチル、２－エチルヘキシル又はグリシジルメタクリレート、ヒドロキシアルキル
メタクリレート又はメタクリロニトリル；
　・ビニル芳香族モノマー、例えばスチレン、置換スチレン、α－メチルスチレン、モノ
クロロスチレン又はｔｅｒｔ－ブチルスチレン。
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